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論文題目 







全 5 章から成る。 



























では ATP のそれへの結合，TolC ではプロトンの高濃度側から低濃度側への移動に伴う AcrB
の構造変化が AcrA を通して TolC に伝えられることによって生じるものと考えられる。PMF
のエントロピー項は溶質が疎水性か親水性かに鈍感であり，しかも種々の大きさの溶質を挿
入・放出することが示されたので，「多剤性」を見事に説明できたことになる。 


























































(4) プロトン駆動力や ATP 加水分解を利用して作動する一連の蛋白質複合体の機能発
現を横断的に捉え，プロトンの高濃度側から低濃度側への移動や ATP の加水分解の役割に
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